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①公明党
②１期
③町民の皆様のために　町民の皆様と
共に　住みよい町づくり

1高
たか
木
ぎ
　佳

けい
子
こ

①無所属
②１期
③目標は「町民みんなのまちづくり」
意見をどんどんお寄せください‼

3中
なか　の
野　まさひろ

①無所属
②１期
③安全・安心・幸せに暮らせる東郷町
を目指します

5熊
くま
田
だ
　彰

あき
夫
お

①立憲民主党
②２期
③町民が活きるまちづくりへ。本質に
立ち返り、仕事をします！

7國
こ
府
う
田
だ
　さとみ

①無所属
②３期
③公約を実現し議会を修正し東郷町に
住んで良かったと言わせます！

9山
やま
田
だ
　達

たつ
郎
ろう

①無所属
②４期
③夢が見られ語り合えかなうまちのた
めに、めっちゃやります！

⓫水
みず
川
かわ
　淳
あつし

①無所属
②４期
③「喜び・幸せ」を実感できるまちの
実現に向けて全力投球！

⓭近
こん
藤
どう
　鑛

こう
治
じ

①日本共産党
②６期
③憲法を生かし、皆さんとともに考え、
まちづくりを進めます

⓯門
かど
原
はら
　武

たけ
志
し

①無所属
②１期
③幸せに暮らせる町づくりに使命を持
って取り組みます

2比
ひ
嘉
が
　浩

こう
二
じ

①無所属
②１期
③全力で『誰もが住み易いコンパクト
タウン東郷』を目指します！

4山
やま
下
した
　茂
しげる

①無所属
②２期
③明るく楽しく元気よく。10年先、
20年先を見据えたまちづくり

6石
いし
橋
ばし
　直

なお
季
き

①無所属
②２期
③安全安心な豊かなまちづくりを　あ
なたとともに

8加
か
藤
とう
　達

たつ
雄
お

①無所属
②３期
③この街の未来の人々の暮らしのため
にやるべき政策を実行させます

⓾加
か
藤
とう
　宏

ひろ
明
あき

①無所属
②４期
③東郷町の未来のために、公約の実行

⓬加
か
藤
とう
　啓

けい
二
じ

①無所属
②５期
③令和の幕開けに虚心坦懐の精神で東
郷町を切り拓きます

⓮若
わか
園
ぞの
　ひでこ

①無所属
②９期
③議員の資質向上を目指して共に勉強
し、信頼される議会を目指したい

⓰菱
ひし
川
かわ
　和

かず
英
ひで

新しい16人の顔ぶれ新しい16人の顔ぶれ東郷町議会東郷町議会
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令和元年度 東郷町議会の東郷町議会の

人事構成が決まりました
　

こ
の
度
、
今
年
度
か
ら
の
２
か
年
、

東
郷
町
議
会
の
議
長
の
要
職
を
拝
命
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

御
代
替
り
の
節
目
に
も
あ
た
り
、
職

責
の
重
さ
と
合
わ
せ
一
層
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

４
月
の
改
選
を
経
て
新
し
い
議
員
構

成
と
な
っ
た
議
会
の
出
発
と
合
わ
せ
、

来
年
に
は
町
制
施
行
50
周
年
の
節
目
を

迎
え
る
と
と
も
に
、
町
の
中
心
に
大
型

商
業
施
設
の
開
業
と
、
町
が
劇
的
に
変

化
を
遂
げ
る
時
期
の
議
会
の
旗
振
り
に

　

副
議
長
に
選
出
い
た
だ
い
た
こ
と
は

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
責
任
の
重
さ
を

実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

元
号
が
「
令
和
」
と
な
り
、
東
郷
町

議
会
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
た
今
年

度
、
新
た
な
議
員
構
成
で
臨
む
「
東
郷

町
議
会
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
ま

副 議 長

加 藤 宏 明

監査委員

加 藤 啓 二

議 長

水 川　 淳

一
部
事
務
組
合
等

一
覧

委 員 会 構 成

尾
三
消
防
組
合

議
員

比
嘉
　
浩
二

加
藤
　
啓
二

門
原
　
武
志

尾
三
衛
生
組
合

議
員

熊
田
　
彰
夫

加
藤
　
達
雄

近
藤
　
鑛
治

若
園
　
ひ
で
こ

愛
知
中
部
水
道

企
業
団
議
員

山
下
　
茂

石
橋
　
直
季

菱
川
　
和
英

都
市
計
画

審
議
会
委
員

高
木
　
佳
子

中
野
　
ま
さ
ひ
ろ

國
府
田
　
さ
と
み

山
田
　
達
郎

加
藤
　
啓
二

若
園
　
ひ
で
こ

は
、
議
員
各
位
の
協
力
は
も
と
よ
り
、

町
民
の
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
ご

協
力
、
執
行
当
局
と
の
よ
り
密
な
情
報

の
共
有
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

　

所
信
表
明
の
際
に
お
示
し
し
ま
し

た
、「
議
会
に
対
す
る
町
民
の
み
な
さ

ま
か
ら
の
信
頼
」
を
得
る
た
め
の
４
つ

の
取
り
組
み
、
①
議
会
の
役
割
を
果
た

す
べ
く
議
会
基
本
条
例
の
忠
実
な
実
行

と
検
証　

②
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
と
し
て

議
長
が
最
前
線
に
立
っ
た
広
報
と
広
聴

の
充
実　

③
公
平
公
正
を
堅
持
し
た
中

で
の
討
議
の
充
実　

④
き
め
細
や
か
、

か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
情
報
の
共
有　

を

常
時
意
識
し
立
ち
返
り
、
議
会
運
営
に

臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
新
し
い
東
郷
町

議
会
を
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

す
。

　

水
川
新
議
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

は
勿
論
、
新
人
議
員
の
指
導
も
行
っ
て

ゆ
き
ま
す
。
特
に
8
年
間
で
学
ん
だ
研

修
先
や
講
師
の
紹
介
な
ど
に
努
め
、
本

議
会
が
活
発
で
、
新
ワ
ー
ド
に
も
詳
し

い
議
会
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
は
、
大
き
な
転
換
期
に

生
き
て
い
ま
す
。
本
町
の
人
々
が
、
よ

り
幸
福
に
な
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
考

え
て
い
る
、
と
い
う
よ
り
チ
ャ
ン
ス
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
郷
町
議

会
活
動
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
!!

※◎は委員長、〇は副委員長

総務経済委員会 広報広聴委員会 議会運営委員会文教民生委員会
◎
山
田
　
達
郎

〇
國
府
田
　
さ
と
み

　
比
嘉
　
浩
二

　
中
野
　
ま
さ
ひ
ろ

　
熊
田
　
彰
夫

　
加
藤
　
達
雄

　
水
川
　
淳

　
加
藤
　
啓
二

◎
石
橋
　
直
季

〇
若
園
　
ひ
で
こ

　
高
木
　
佳
子

　
山
下
　
茂

　
加
藤
　
宏
明

　
近
藤
　
鑛
治

　
門
原
　
武
志

　
菱
川
　
和
英

◎
國
府
田
　
さ
と
み

〇
石
橋
　
直
季

　
高
木
　
佳
子

　
中
野
　
ま
さ
ひ
ろ

　
山
下
　
茂

　
加
藤
　
達
雄

　
水
川
　
淳

　
門
原
　
武
志

◎
菱
川
　
和
英

〇
加
藤
　
達
雄

　
石
橋
　
直
季

　
山
田
　
達
郎

　
近
藤
　
鑛
治

　
門
原
　
武
志

3 令和元年6月１日 とうごう議会だより



平成31年度 当初予算

一般会計総額一般会計総額

可決されました。可決されました。
１２４億７７３7万円

　平成31年第１回定例会（３月議会）が２月26日から３月22日まで、25日間の日程で開かれ、平成31年
度当初予算案をはじめ　議案が審議・可決されました。

3 月 定 例 会

歳出歳入

町税
6,497,215 千円

民生費
4,996,318 千円衛生費

966,488 千円

公債費 702,287 千円
消防費 641,488 千円
議会費 135,313 千円
商工費 107,372 千円

その他
49,973 千円

農林水産業費
62,940 千円

繰入金
450,001 千円

依存
財源

自主
財源

諸収入
423,968 千円

その他
329,779 千円

国庫支出金
1,321,610 千円

町債
982,000 千円

その他交付金
939,444 千円

県支出金
843,294 千円

地方交付税
601,060 千円

地方譲与税
89,000 千円

総務費
1,775,446 千円

土木費
1,606,096 千円

教育費
1,433,650 千円

平成 31年度　歳入合計
124億 7737万 1千円

平成 31年度　歳出合計
124億 7737万 1千円

とうごう議会だより 4令和元年6月１日



　
井
俣
町
長
が
選
挙
で
公
約
さ
れ
た

３
つ
の
施
策
、
「
子
育
て
世
代
に
優

し
く
」
、
「
高
齢
者
に
優
し
く
」
、

そ
し
て
「
暮
ら
し
に
優
し
く
」
を
重

点
と
し
た
、
全
町
民
に
対
す
る
想
い

に
溢
れ
た
各
種
公
約
事
業
が
予
算
計

上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
す

る
。

�

（
新
家
光
江　
議
員
）

　
道
の
駅
構
想
の
中
止
と
、
物
価
高

騰
や
消
費
増
税
で
材
料
費
の
値
上
が

り
が
見
込
ま
れ
る
が
保
護
者
に
負
担

増
を
求
め
な
い
こ
と
な
ど
を
評
価
す

る
。
一
方
、
国
保
会
計
へ
の
法
定
外

繰
入
は
さ
れ
る
が
、
増
税
に
な
る
。

よ
り
住
民
に
寄
り
添
っ
た
町
政
を
求

め
る
。

�

（
門
原
武
志　
議
員
）

　
お
お
む
ね
賛
成
で
あ
る
が
、
町
民

同
士
の
繋
が
り
や
生
き
が
い
づ
く
り

な
ど
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
で
あ
る
課

題
に
対
し
予
算
が
つ
い
て
い
な
い
。

こ
の
予
算
は
、
大
き
な
成
果
や
効
果

が
高
い
。
高
齢
化
や
子
育
て
支
援
に

は
必
要
な
予
算
だ
が
、
残
念
で
あ

る
。

�

（
い
し
い
ゆ
み　
議
員
）

　
本
町
に
お
い
て
は
、
町
全
体
の
住

民
福
祉
の
向
上
の
た
め
の
一
般
会
計

予
算
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
に
繰
入
金
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、

ま
さ
に
助
け
合
い
の
考
え
の
も
と
に

予
算
編
成
が
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
賛
成
す
る
。

�

（
若
松
孝
行　
議
員
）

　
か
ね
て
か
ら
述
べ
て
き
た
、
本
町

の
農
地
・
農
業
に
つ
い
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
先
の

請
願
に
示
さ
れ
て
お
り
、
議
会
と
し

て
も
意
見
と
し
て
述
べ
発
信
す
る
た

め
、
意
見
書
に
対
す
る
満
場
の
賛
同

を
得
た
い
。

�

（
水
川　
淳　
議
員
）

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
、
医

療
保
険
制
度
を
安
定
的
に
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
重
要
。
こ
れ
か
ら
も
、

　
町
長
就
任
後
１
年
近
く
、
情
報
を

積
極
的
に
発
信
し
な
い
、
共
有
し
よ

う
と
し
な
い
姿
勢
が
、
予
算
特
別
委

員
会
の
質
疑
に
お
い
て
如
実
に
現
れ

た
。
過
去
に
定
め
ら
れ
た
長
期
計
画

が
暗
に
変
更
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、

質
疑
が
な
さ
れ
た
か
ら
明
ら
か
と

な
っ
た
。

�

（
石
橋
直
季　
議
員
）

　
計
画
は
正
確
に
立
て
、
正
確
に
実

行
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
柔
軟
性
も

大
切
。
悪
い
計
画
な
ら
中
止
す
る
の

は
当
然
で
、
道
の
駅
構
想
に
賛
成
の

議
員
も
、
反
対
意
見
を
踏
ま
え
、
道

　
増
税
を
前
提
と
し
た
予
算
。
非
正

規
労
働
者
が
社
保
に
入
り
や
す
く
な

り
、
国
保
の
被
保
険
者
に
占
め
る
高

齢
者
や
低
所
得
者
の
比
率
が
高
ま

り
、
国
保
税
だ
け
で
財
政
を
支
え
る

こ
と
は
更
に
難
し
く
な
る
。
国
・

県
・
町
で
公
費
負
担
を
増
や
す
べ
き

だ
。

�
（
門
原
武
志　
議
員
）

　
９
割
軽
減
の
廃
止
や
、
社
会
保
険

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
へ
の
均
等
割

の
５
割
軽
減
が
２
年
ま
で
と
な
る
な

ど
、
負
担
増
が
あ
る
。
保
険
料
の
負

担
軽
減
策
や
、
町
長
が
公
約
し
た
高

齢
者
の
初
診
料
の
無
料
化
な
ど
給
付

を
厚
く
す
る
施
策
の
実
施
を
求
め

る
。

�

（
門
原
武
志　
議
員
）

　
県
が
示
し
た
標
準
保
険
税
率
に
７

年
か
け
て
合
わ
せ
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
増
税
案
。
所
得
₁₀₀
万
円
の
高
齢

者
２
人
の
世
帯
だ
と
2024
年
度
に
は
年

額
約
10
万
8000
円
に
な
り
、
９
万
5800
円

だ
っ
た
18
年
度
よ
り
１
万
2000
円
も
上

が
る
。
こ
れ
以
上
の
負
担
は
耐
え
難

い
。

�
（
門
原
武
志　
議
員
）

※
一
般
会
計
予
算
に
対
し
て
、
水
川

淳
議
員
か
ら
附
帯
決
議
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。　

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

全
員
賛
成
で
採
択
さ
れ
、「
農
協
改
革

に
関
す
る
意
見
書
」
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

平
成
31
年
度
東
郷
町

一
般
会
計
予
算

平
成
31
年
度
東
郷
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

農
協
改
革
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

農
協
改
革
に
関
す
る
意
見
書

請
　
願

平
成
31
年
度
東
郷
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

東
郷
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
附
帯

決
議 

要
旨

　

予
算
執
行
に
際
し
、

１　

状
況
の
変
化
に
応
え
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
が
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
安
定
の
た
め
、
計

画
・
方
針
策
定
の
際
の
十
分
な

考
慮
と
、
改
変
・
見
直
し
の
際

に
は
、
町
民
に
十
分
な
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
配
慮
を
求
め

る
。

２　

政
策
判
断
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
を
鑑

み
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
事

業
の
判
断
と
執
行
を
求
め
る
。

※
要
旨
の
た
め
、
原
文
と
は
異
な
り
ま
す
。

の
駅
中
止
決
議
に
賛
成
し
た
。
民
主

主
義
に
コ
ス
ト
を
か
け
る
こ
と
も
大

切
。

�

（
門
原
武
志　
議
員
）

高
齢
者
に
寄
り
添
い
、
堅
実
な�

事

務
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
賛

成
。

�

（
加
藤
啓
二　
議
員
）
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ど
も
の
命
の
重
さ
は
、
何
よ
り
も
代

え
が
た
く
町
民
の
想
い
を
大
切
に
し

て
頂
い
た
こ
と
に
も
賛
成
。

�

（
い
し
い
ゆ
み　
議
員
）

子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
改
正
案

子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
改
正
案  

否
決
否
決

3131
年年第一

回
臨
時
会

第
一
回
臨
時
会

　
３
月
議
会
で
上
程
さ
れ
た
「
東
郷
町
子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
改
正
案
」
は
、
文
教
民
生
委
員
会
で

は
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
会
議
で
は
可
否
同
数
と
な
り
、
議
長
裁
決
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
30
日
に
31
年
第
一
回
臨

時
会
が
開
か
れ
、
中
学
校
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
係
る
「
工
事
請

負
契
約
の
締
結
」
の
一
件
が
審

議
さ
れ
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

元
年
元
年第二

回
臨
時
会

第
二
回
臨
時
会

　
５
月
９
日
に
元
年
第
二
回
臨

時
会
が
開
か
れ
、
「
監
査
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
」
ほ
か
７
件

の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
医
療
保
険
被
保
険
者
本
人
に
な
っ

て
い
る
だ
け
で
、
同
じ
年
齢
で
も
医

療
費
窓
口
負
担
無
償
化
の
対
象
外
と

さ
れ
て
き
た
人
た
ち
を
見
逃
さ
な
い

た
め
に
必
要
な
改
正
。
新
た
な
対
象

者
数
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
町
財
政
へ

の
影
響
も
わ
ず
か
。

�

（
門
原
武
志　
議
員
）

東
郷
町
子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
賛
成
討
論

　

扶
養
さ
れ
る
18
歳
の
子
ど
も
か

ら
、
本
町
に
住
民
票
が
あ
る
全
て
の

18
歳
ま
で
の
医
療
費
を
無
償
す
る
が

ご
と
く
日
本
初
の
医
療
費
支
給
条

例
。
子
ど
も
医
療
費
の
枠
を
超
え
、

脆
弱
な
本
町
で
日
本
の
パ
ラ
ダ
イ
ス

を
創
る
リ
ス
ク
は
大
で
あ
り
反
対
。

�

（
加
藤
宏
明　
議
員
）

　
子
育
て
世
代
に
対
す
る
、
経
済
的

支
援
の
た
め
に
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
に
対
し
医

療
費
を
助
成
す
る
条
例
。
今
回
は

「
自
ら
医
療
費
を
負
担
し
て
い
る
子

ど
も
を
加
え
る
」
と
あ
り
、
矛
盾
す

る
。
新
た
な
提
案
を
期
待
し
反
対
討

論
と
す
る
。

�

（
近
藤
鑛
治　
議
員
）

　
現
行
の
制
度
は
「
子
育
て
支
援
」

で
公
平
性
が
保
た
れ
て
い
る
。
新
た

に
「
18
歳
ま
で
の
世
代
支
援
」
を
目

指
し
な
が
ら
も
中
途
半
端
な
本
改
正

案
を
認
め
て
は
、
勤
め
人
は
よ
く
て

婚
姻
し
て
い
る
者
は
だ
め
だ
と
い

う
、
新
た
な
世
代
内
の
不
公
平
を
生

ん
で
し
ま
う
。

�
（
石
橋
直
季　
議
員
）

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
そ
の
も
の
に

は
異
論
は
な
い
。
町
の
子
育
て
支
援

の
看
板
政
策
と
し
て
高
く
評
価
し
て

い
る
。
が
、
子
育
て
支
援
の
枠
を
超

え
、
上
位
の
法
や
仕
組
み
と
整
合
し

な
い
懸
念
が
払
し
ょ
く
さ
れ
ず
、
他

自
治
体
と
異
質
な
条
文
へ
の
改
正
に

反
対
。

�

（
水
川　
淳　
議
員
）

　
増
税
を
含
む
の
に
議
会
の
議
決
を

経
な
か
っ
た
こ
と
に
抗
議
す
る
。
昨

年
か
ら
７
年
連
続
の
国
保
増
税
計
画

の
も
と
で
は
一
部
の
高
額
所
得
層
へ

の
負
担
増
と
は
言
え
な
い
。
全
体
で

240
万
6000
円
、
１
人
当
た
り
300
円
の
効

果
し
か
な
い
。
公
費
負
担
増
額
を
求

め
る
。

�

（
門
原
武
志　
議
員
）

反
対
討
論

反
対
討
論

平
成
30
年
度
東
郷
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）
に
対
す

る
附
帯
決
議 

要
旨

　

補
正
予
算
執
行
に
際
し
、

１　

立
地
場
所
も
文
教
地
区
に

あ
る
た
め
総
合
的
な
活
用
を
図

る
よ
う
求
め
る
。

２　

今
後
も
地
元
要
望
な
ど
、

で
き
る
限
り
広
く
町
民
の
声
を

聴
い
て
計
画
に
反
映
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。

※
要
旨
の
た
め
、
原
文
と
は
異
な
り
ま
す
。

議
案
の
概
要

改
正
理
由

　

子
ど
も
医
療
費
制
度
の
対
象

者
を
拡
大
す
る
た
め
必
要
で
あ

る
か
ら
。

改
正
内
容

⑴
受
給
資
格
者
に
国
民
健
康
保

険
法
に
よ
る
被
保
険
者
又
は
社

会
保
険
各
法
の
被
保
険
者
、
組

合
員
若
し
く
は
加
入
者
で
、
自

ら
の
医
療
費
を
負
担
し
て
い
る

子
ど
も
を
加
え
る
こ
と
。

⑵
そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備

す
る
こ
と
。

　
町
長
の
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
引
き
続
き
、
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

設
置
と
速
や
か
な
手
配
に
つ
い
て
町

長
の
町
づ
く
り
の
姿
勢
に
賛
成
。
子

賛
成
討
論

　
今
ま
で
の
制
度
不
備
を
補
う
意
義

あ
る
条
例
改
正
。
18
歳
以
下
で
就
労

す
る
、
健
保
本
人
へ
の
直
性
的
な
医

療
費
支
給
と
な
る
が
、
そ
う
し
た
子

ど
も
の
保
護
者
や
家
族
へ
の
配
慮

と
、
そ
の
背
景
へ
、
想
像
力
を
以
て

進
め
ら
れ
る
子
育
て
支
援
の
拡
充
だ

と
い
え
る
。

�

（
國
府
田
さ
と
み　
議
員
）

　
東
郷
町
の
政
策
の
中
で
、
子
育
て

す
る
な
ら
東
郷
町
と
う
た
い
、
生
活

困
窮
者
の
中
で
ぎ
り
ぎ
り
の
間
や
障

が
い
認
定
に
至
ら
な
い
生
き
づ
ら
さ

な
ど
あ
る
子
ど
も
へ
漏
れ
の
な
い
受

け
皿
を
つ
く
る
こ
と
に
賛
成
。

�

（
い
し
い
ゆ
み　
議
員
）

　
※
３
月
議
会
で
全
員
一
致
で
可
決

さ
れ
た
「
平
成
30
年
度
東
郷
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
」
に
対

し
て
、
加
藤
達
雄
議
員
か
ら
附
帯
決

議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

東
郷
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

とうごう議会だより 6令和元年6月１日



立…立憲民主党　　　共…日本共産党東郷町議員団
公…公明党 

会
派 新東会 とうごう

創政会 立 共 公 無 無 無 無

議 案 名 審
議
結
果

石
橋
直
季

加
藤
達
雄

加
藤
宏
明

水
川
　
淳

近
藤
鑛
治

星
野
靖
江

若
松
孝
行

加
藤
啓
二

國
府
田
さ
と
み

門
原
武
志

箕
浦
克
巳

新
家
光
江

西
尾
隆
男

い
し
い
ゆ
み

若
園
ひ
で
こ

東郷町国民健康保険税条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○ ○ ○ ○

東郷町使用料及び手数料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ × ○

東郷町子ども医療費支給条例の一部改正について※ 1 否決 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ×

【附帯決議】議案第 17号平成 30年度東郷町一般会計補正予算
（第８号）に対する附帯決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

【附帯決議】議案第 24号平成 31年度東郷町一般会計予算に
対する附帯決議※ 2 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ― × × × ○

平成 31年度東郷町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○ ○ ○ ○

平成 31年度東郷町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○ ○ ○ ○

※ 1…可否同数のため、議長の裁決により否決となった。※ 2…可否同数のため、議長の裁決により可決となった。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

議 案 名 審
議
結
果

高
木
佳
子

比
嘉
浩
二

中
野
ま
さ
ひ
ろ

山

下

茂

熊
田
彰
夫

石
橋
直
季

國
府
田
さ
と
み

加
藤
達
雄

山
田
達
郎

加
藤
宏
明

水

川

淳

加
藤
啓
二

近
藤
鑛
治

若
園
ひ
で
こ

門
原
武
志

菱
川
和
英

監査委員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の締結について（諸輪中学校トイレ改修及び
多目的トイレ増築工事） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の締結について（音貝小学校トイレ改修工事） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇

町道路線の廃止について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇

町道路線の認定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇

【専承】東郷町税条例の一部改正について 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇

【専承】東郷町都市計画税条例の一部改正について 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇

【専承】東郷町国民健康保険税条例の一部改正について 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 × 〇

工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議長　箕浦克巳は採決に加わらない
○…賛成　×…反対　太字…討論があった議案名

議長　水川淳は採決に加わらない
○…賛成　×…反対

太字…討論があった議案名

３月定例会

５月臨時会

１月臨時会

議案審議の結果一覧
※可否が割れた議案のみ掲載させていただきます。
　（記載のない議案は全員賛成）
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一

般

質

問

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
・
外
出
促
進
に
つ
い
て

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
・
外
出
促
進
に
つ
い
て

【
問
】
高
齢
者
の
生
き
が
い

【
問
】
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
や
健
康
増
進
に
着

づ
く
り
や
健
康
増
進
に
着

目
し
各
地
で
取
り
組
ま
れ

目
し
各
地
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
賭
け
な
い
、
吸
わ

て
い
る
賭
け
な
い
、
吸
わ

な
い
、
飲
ま
な
い
が
三
原

な
い
、
飲
ま
な
い
が
三
原

則
の
「
健
康
麻
雀
教
室
」

則
の
「
健
康
麻
雀
教
室
」

の
開
催
の
考
え
は
。

の
開
催
の
考
え
は
。

【
福
祉
部
長
】
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。
今
後
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活

動
の
増
加
を
期
待
し
て
お

り
、
必
要
な
支
援
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
元
気
な
う
ち
に
、
こ

【
問
】
元
気
な
う
ち
に
、
こ

れ
ま
で
の
自
分
自
身
の
生

れ
ま
で
の
自
分
自
身
の
生

き
方
や
今
後
の
人
生
へ
の

き
方
や
今
後
の
人
生
へ
の

思
い
や
介
護
、
医
療
に
つ

思
い
や
介
護
、
医
療
に
つ

い
て
の
希
望
な
ど
教
室
に

い
て
の
希
望
な
ど
教
室
に

参
加
し
て
一
冊
の
ノ
ー
ト

参
加
し
て
一
冊
の
ノ
ー
ト

を
作
り
上
げ
て
い
く
と
い

を
作
り
上
げ
て
い
く
と
い

う
学
び
の
場
の
「
エ
ン
デ

う
学
び
の
場
の
「
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
作
成
教
室
」

ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
作
成
教
室
」

の
開
催
の
考
え
は
。

の
開
催
の
考
え
は
。

【
福
祉
部
長
】
来
年
度
、
一

般
介
護
予
防
教
室
や
サ
ロ

ン
等
の
出
前
講
座
で
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
配
布

予
定
。
作
成
す
る
教
室
ま

で
は
考
え
て
い
な
い
が
目

的
や
ポ
イ
ン
ト
は
し
っ
か

り
説
明
を
す
る
予
定
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
に
つ
い
て

【
問
】「
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

【
問
】「
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

の
交
付
」
の
考
え
は
。

の
交
付
」
の
考
え
は
。

【
福
祉
部
長
】
予
定
は
な
い
。

新家　光江 議 員

Ｑ：小中学校のＡＥＤを屋外に設置する考えは
Ａ：考えていないが案内表示等の設置を考える

「春木台春友会健康麻雀クラブ」の一場面

４年間の任期中、最後の一般質問の機会と
なった３月定例会。14人の議員が質問に立
ちました。
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般

質

問

【
問
】
コ
ミ
セ
ン
の
近
く
に

【
問
】
コ
ミ
セ
ン
の
近
く
に

空
き
地
が
有
る
。
そ
の
土

空
き
地
が
有
る
。
そ
の
土

地
を
駐
車
場
と
し
て
確
保

地
を
駐
車
場
と
し
て
確
保

し
て
頂
き
た
い
と
、
区
か

し
て
頂
き
た
い
と
、
区
か

ら
要
望
が
有
っ
た
場
合
の

ら
要
望
が
有
っ
た
場
合
の

対
応
に
つ
い
て
。

対
応
に
つ
い
て
。

【
総
務
部
長
】
各
地
区
の
集

会
場
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
建
替
に
掛
る

土
地
の
購
入
又
は
、
土
地

の
賃
貸
、
借
地
費
用
は
補

助
の
対
象
と
し
て
は
お
り

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
土
地

確
保
に
掛
か
る
費
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
各
地
区
で

対
応
し
て
頂
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

様
な
計
画
が
有
れ
ば
ま
ず

町
に
ご
相
談
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
問
】
分
区
す
る
事
に
な
っ

【
問
】
分
区
す
る
事
に
な
っ

た
。
新
区
よ
り
コ
ミ
セ
ン

た
。
新
区
よ
り
コ
ミ
セ
ン

を
建
て
る
土
地
の
購
入
要

を
建
て
る
土
地
の
購
入
要

請
が
有
っ
た
場
合
の
対
応

請
が
有
っ
た
場
合
の
対
応

に
つ
い
て
。

に
つ
い
て
。

【
総
務
部
長
】
土
地
に
つ
い

て
の
補
助
は
本
町
で
は
対

応
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ

の
事
案
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
ご
相
談
頂
け
れ
ば

と
、
思
っ
て
い
ま
す
。

【
問
】
同
一
年
度
に
二
区
か

【
問
】
同
一
年
度
に
二
区
か

ら
コ
ミ
セ
ン
の
建
て
替
え

ら
コ
ミ
セ
ン
の
建
て
替
え

申
請
が
有
っ
た
場
合
の
対

申
請
が
有
っ
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
。

応
に
つ
い
て
。

【
総
務
部
長
】
予
算
的
に
対

応
出
来
な
い
事
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
緊
急

性
を
考
慮
し
て
判
断
を
さ

せ
て
頂
く
。

西尾　隆男 議 員

Ｑ：コミセンの建て替え補助は最大いくら
Ａ：１軒当たり 7,500 万円を上限

【
問
】
成
人
年
齢
を

【
問
】
成
人
年
齢
を
1818
歳
に
歳
に

引
き
下
げ
る

引
き
下
げ
る
20222022
年
の
改
正

年
の
改
正

民
法
施
行
後
の
、
本
町
の

民
法
施
行
後
の
、
本
町
の

成
人
式
の
対
象
年
齢
は
ど

成
人
式
の
対
象
年
齢
は
ど

の
よ
う
に
な
る
か
。

の
よ
う
に
な
る
か
。

【
教
育
部
長
】 

18
歳
と
い

う
時
期
は
就
職
の
準
備
や

大
学
受
験
を
控
え
た
方
が

多
く
成
人
式
の
対
象
年
齢

を
18
歳
に
引
き
下
げ
た
場

合
、
式
典
の
参
加
が
難
し

く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

昨
年
12
月
、
日
本
財
団
が

全
国
の
17
～
19
歳
を
対
象

に
行
っ
た
意
識
調
査
で
は

成
人
式
に
ふ
さ
わ
し
い
年

齢
は
、
74.0
％
が
20
歳
と
回

答
し
て
い
る
。
県
内
で
は

豊
田
市
や
豊
明
市
、
日
進

市
等
が
現
行
通
り
20
歳
と

す
る
こ
と
を
発
表
し
て
お

り
、
近
隣
の
動
向
を
注
視

す
る
と
と
も
に
、
関
係
者

に
確
認
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

RPA
導
入
実
証
実
験

【
問
】
導
入
に
よ
り
期
待
さ

【
問
】
導
入
に
よ
り
期
待
さ

れ
る
成
果
は
。

れ
る
成
果
は
。

【
企
画
部
長
】
主
な
効
果
は

①
作
業
時
間
の
短
縮
②
正

確
性
の
向
上
③
職
員
負
担

の
軽
減
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

作
業
時
間
の
短
縮
に
よ
り

本
来
、
職
員
で
な
け
れ
ば

で
き
な
い
企
画
力
や
創
造

力
を
発
揮
す
る
業
務
や
、

相
談
業
務
の
町
民
に
寄
り

添
う
サ
ー
ビ
ス
に
注
力
で

き
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

議 員若松　孝行

Ｑ：改正民法施行後の成人式対象年齢は
Ａ：近隣市の動向を注視し、今後検討していく

平成 31 年東郷町成人式

コミュニティセンター

9 令和元年6月１日 とうごう議会だより
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問

【
問
】
更
な
る
裾
野
の
広

【
問
】
更
な
る
裾
野
の
広

が
り
、
指
導
者
の
育
成
・

が
り
、
指
導
者
の
育
成
・

環
境
整
備
計
画
に
つ
い
て

環
境
整
備
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。

伺
う
。

【
教
育
部
長
】
愛
知
県
ボ

ー
ト
協
会
、
ボ
ー
ト
関
係

団
体
と
連
携
し
小
学
生
の

ボ
ー
ト
教
室
の
企
画
を
検

討
し
た
い
。
ボ
ー
ト
の
環

境
整
備
・
指
導
者
育
成
も

お
互
い
の
強
み
を
生
か
し

た
取
り
組
み
を
考
え
た
い
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を

運
営
し
、
愛
知
県
ボ
ー
ト

協
会
、
ボ
ー
ト
関
係
団
体

と
の
連
携
が
強
化
出
来
た

こ
と
や
、
多
く
の
企
業
や

団
体
と
協
力
体
制
が
構
築

で
き
本
町
に
と
り
大
き
な

財
産
と
な
っ
た
。
今
後
の

町
民
レ
ガ
ッ
タ
の
円
滑
な

運
営
に
生
か
し
た
い
。

【
問
】
町
民
レ
ガ
ッ
タ
の

【
問
】
町
民
レ
ガ
ッ
タ
の

開
催
日
を

開
催
日
を
99
月月
2222
日
に
日
に

変
更
し
た
の
は
何
故
か
。

変
更
し
た
の
は
何
故
か
。

【
教
育
部
長
】
昨
年
は
特

に
猛
暑
で
の
開
催
で
あ
っ

た
。
今
後
も
続
く
と
想
定

さ
れ
参
加
者
や
運
営
ス
タ

ッ
フ
の
安
全
面
を
考
慮
し

て
開
催
時
期
を
見
直
し
た
。

【
問
】

【
問
】
66
月月
99
日
実
施
の

日
実
施
の

選
考
大
会
に
つ
い
て
伺
う
。

選
考
大
会
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
部
長
】
町
民
レ
ガ

ッ
タ
優
勝
ク
ル
ー
を
全
国

市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
の

町
代
表
ク
ル
ー
と
し
て
選

出
し
て
い
た
が
、
2019
年
に

限
り
そ
の
エ
ン
ト
リ
ー
が

間
に
合
わ
な
い
こ
と
か

ら
、選
考
大
会
を
行
な
う
。

近藤　鑛治 議 員

Ｑ：東郷町ボート振興について考えを問う
Ａ：ボートの環境整備と指導者育成に取組む

第 24 回町民レガッタ大会
愛知池漕艇場

【
問
】
住
み
慣
れ
た
地
域
で

【
問
】
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
自
の
自
立
生
活
を
願
い
、
介

立
生
活
を
願
い
、
介

護
や
介
護
予
防
等
の
体
制

護
や
介
護
予
防
等
の
体
制

の
考
え
方
は
。

の
考
え
方
は
。

【
福
祉
部
長
】
今
年
４
月
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
愛
厚
ホ
ー
ム
に
新
設
。

関
係
機
関
が
連
携
し
利
用

者
と
人
間
関
係
を
築
き
つ

つ
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
む
。

【
問
】
新
福
祉
医
療
の
観
点

【
問
】
新
福
祉
医
療
の
観
点

か
ら
身
近
な
病
院
を
「
ま

か
ら
身
近
な
病
院
を
「
ま

ち
の
総
合
病
院
」
的
発
想

ち
の
総
合
病
院
」
的
発
想

か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン

か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン

の
取
組
み
は

の
取
組
み
は
。。

【
経
済
建
設
部
長
】
立
地
適

正
化
計
画
に
て
、
町
の
中

心
部
に
耳
鼻
咽
喉
科
、
皮

膚
科
、
眼
科
等
を
誘
導
。

年
末
年
始
ゴ
ミ
収
集
日
の

予
定
は

【
問
】
環
境
に
配
慮
し
、
年

【
問
】
環
境
に
配
慮
し
、
年

末
年
始
ゴ
ミ
受
入
れ
策
は
。

末
年
始
ゴ
ミ
受
入
れ
策
は
。

【
生
活
部
長
】
年
末
は
28

日
か
ら
30
日
を
臨
時
受
入

れ
。
年
始
は
4
日
に
再
開

予
定
。

【
問
】
エ
コ
・
タ
ウ
ン
の
視

【
問
】
エ
コ
・
タ
ウ
ン
の
視

点
か
ら
ゴ
ミ
収
集
散
乱
防

点
か
ら
ゴ
ミ
収
集
散
乱
防

止
対
策
は
。

止
対
策
は
。

【
生
活
部
長
】
区
・
自
治
会

と
連
携
し
、
集
積
場
清
掃

や
広
報
紙
で
情
報
提
供
を

研
究
。

【
問
】
高
齢
者
家
庭
の
ゴ
ミ

【
問
】
高
齢
者
家
庭
の
ゴ
ミ

出
し
支
援
の
考
え
は
。

出
し
支
援
の
考
え
は
。

【
生
活
部
長
】
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
ワ
ン
コ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
高
齢

者
社
会
参
加
ポ
イ
ン
ト
制

度
を
研
究
。

総合相談窓口である地
域包括支援センター案

内リーフレット

議 員星野　靖江

Ｑ：人にやさしい町で暮らせる自立生活支援は
Ａ：住み慣れた地域で支え合う環境整備を図る
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【
問
】
東
郷
町
の
い
じ
め
、

【
問
】
東
郷
町
の
い
じ
め
、

虐
待
の
現
状
を
問
う
。

虐
待
の
現
状
を
問
う
。

【
教
育
部
長
】
い
じ
め
は
、

小
中
学
校
合
計
で
、
Ｈ
27

年
34
人
、
Ｈ
28
年
31
人
、

Ｈ
29
年
37
人
、
Ｈ
30
年
1

月
ま
で
31
人
。
対
策
は
、

報
告
、
連
絡
、
相
談
、
個

別
対
応
を
実
施
。

【
福
祉
部
長
】
虐
待
は
、
Ｈ

30
年
４
月
か
ら
児
相
45
件
、

こ
ど
も
課
16
件
、
要
保
護

児
童
地
域
会
議
を
開
催
。

保
育
園
で
の
汚
れ
た
オ
ム

ツ
の
取
り
扱
い
を
問
う

【
問
】
公
立
保
育
園
は
、
働

【
問
】
公
立
保
育
園
は
、
働

く
保
護
者
の
為
に
あ
る
。

く
保
護
者
の
為
に
あ
る
。

み
よ
し
市
は
、
年
々
暑
く

み
よ
し
市
は
、
年
々
暑
く

な
る
温
暖
化
に
よ
っ
て
汚

な
る
温
暖
化
に
よ
っ
て
汚

れ
た
オ
ム
ツ
は
、
感
染
症

れ
た
オ
ム
ツ
は
、
感
染
症

の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
状

の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
状

況
に
今
年
か
ら
若
干
の
手

況
に
今
年
か
ら
若
干
の
手

数
料
で
保
育
園
に
て
処

数
料
で
保
育
園
に
て
処

理
。
東
郷
町
の
大
半
の
保

理
。
東
郷
町
の
大
半
の
保

育
園
で
は
、
汚
れ
た
オ
ム

育
園
で
は
、
汚
れ
た
オ
ム

ツ
を
持
ち
帰
る
。
保
護
者

ツ
を
持
ち
帰
る
。
保
護
者

の
中
に
は
、
乳
児
や
幼
児

の
中
に
は
、
乳
児
や
幼
児

の
保
育
園
に
関
わ
る
場
合

の
保
育
園
に
関
わ
る
場
合

も
多
い
。
先
生
方
も
何
度

も
多
い
。
先
生
方
も
何
度

も
オ
ム
ツ
に
触
れ
る
。
保

も
オ
ム
ツ
に
触
れ
る
。
保

育
園
が
感
染
症
等
の
媒
介

育
園
が
感
染
症
等
の
媒
介

の
原
因
に
な
っ
て
は
な
ら

の
原
因
に
な
っ
て
は
な
ら

な
い
。
い
か
が
か
。

な
い
。
い
か
が
か
。

【
部
長
】
東
郷
せ
い
ぶ
保

育
園
は
、
有
料
布
オ
ム
ツ

の
レ
ン
タ
ル
。
課
題
は
、

保
管
場
所
や
回
収
期
間
が

現
状
冬
場
2
週
1
回
、
夏

場
は
週
1
回
の
回
収
の
問

題
等
が
あ
る
。
研
究
し
た

い
。

いしい　ゆみ 議 員

Ｑ：子どもの虐待ダイヤルは知らされているか
Ａ：知らせている。ダイヤル１８９（いちはやく）

【
問
】
町
面
積
の
過
半
数
を

【
問
】
町
面
積
の
過
半
数
を

占
め
る
農
地
の
活
用
策
の

占
め
る
農
地
の
活
用
策
の

一
つ
だ
っ
た
道
の
駅
の
中

一
つ
だ
っ
た
道
の
駅
の
中

止
が
決
ま
っ
た
。
予
定
地

止
が
決
ま
っ
た
。
予
定
地

の
今
後
は
。

の
今
後
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
農
用
地

の
活
用
は
、
都
市
近
郊
の

豊
か
な
自
然
の
価
値
を
認

識
し
、
地
元
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
次
期
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公
共
交
通
の
将
来
展
望

【
問
】
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
運

【
問
】
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
運

用
開
始
に
伴
う
影
響
が
懸

用
開
始
に
伴
う
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
既
存
路
線
へ
の

念
さ
れ
る
既
存
路
線
へ
の

住
民
の
声
の
集
約
は
。

住
民
の
声
の
集
約
は
。

【
生
活
部
長
】
事
業
者
か
ら

既
存
路
線
へ
の
影
響
な
ど

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

協
議
し
て
い
る
。
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
意
見
交
換
会
な

ど
に
よ
り
集
約
さ
れ
た
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
移

動
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
商
業
施
設
か
ら
の
シ

【
問
】
商
業
施
設
か
ら
の
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
や
都
市
間
バ

ャ
ト
ル
バ
ス
や
都
市
間
バ

ス
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
空

ス
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
空

港
に
直
接
行
け
る
バ
ス
運

港
に
直
接
行
け
る
バ
ス
運

行
な
ど
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
夢

行
な
ど
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
夢

が
膨
ら
む
。
今
後
は
。

が
膨
ら
む
。
今
後
は
。

【
生
活
部
長
】
名
古
屋
市
の

中
心
地
や
都
市
間
移
動
は

民
間
の
事
業
で
行
わ
れ
る

べ
き
も
の
で
、
既
存
の
バ

ス
事
業
者
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。

水川　　淳 議 員

Ｑ：農業振興地域は約７割。農地活用策の展望は
Ａ：農業振興地域整備計画見直しで考えていく

東郷町の農業は町全体の課題

小学校への配布物
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一

般

質

問

【
問
】
計
画
道
路
の
進
捗
状

【
問
】
計
画
道
路
の
進
捗
状

況
は
。

況
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
2019
年

度
末
を
目
標
に
進
め
て
い

る
。

【
問
】
町
民
会
館
付
近
か
ら

【
問
】
町
民
会
館
付
近
か
ら

東
側（
タ
チ
ヤ
方
面
）や
桝

東
側（
タ
チ
ヤ
方
面
）や
桝

池
交
差
点
か
ら
南
側
の
進

池
交
差
点
か
ら
南
側
の
進

捗
状
況
は
。

捗
状
況
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
ど
ち
ら

の
道
路
と
も
現
時
点
で
は

具
体
的
な
整
備
の
予
定
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

【
問
】
プ
ラ
イ
ム
ツ
リ
ー
赤

【
問
】
プ
ラ
イ
ム
ツ
リ
ー
赤

に
向
か
う
車
で
浅
田
西
交

に
向
か
う
車
で
浅
田
西
交

差
点
か
ら
赤
池

差
点
か
ら
赤
池
22
丁
目
交

丁
目
交

差
点
の
国
道

差
点
の
国
道
153153
号
は
号
は
22
車車

線
の
う
ち
右

線
の
う
ち
右
11
車
線
が
大

車
線
が
大

渋
滞
。
本
町
も
大
坂
交
差

渋
滞
。
本
町
も
大
坂
交
差

点
や
牛
廻
間
交
差
点
の
右

点
や
牛
廻
間
交
差
点
の
右

折
帯
対
策
は
急
務
で
あ

折
帯
対
策
は
急
務
で
あ

る
、
商
業
施
設
周
辺
の
交

る
、
商
業
施
設
周
辺
の
交

通
対
策
を
問
う
。

通
対
策
を
問
う
。

【
経
済
建
設
部
長
】
ハ
ー
ド

面
で
は
愛
知
県
や
区
画
整

理
組
合
、
東
郷
町
が
道
路

改
良
工
事
を
実
施
し
て
お

り
、
大
店
法
に
基
づ
き
商

業
事
業
者
も
右
折
帯
の
延

伸
な
ど
道
路
改
良
工
事
を

計
画
し
て
い
る
。
ソ
フ
ト

面
で
は
、
事
業
者
に
よ
る

交
通
誘
導
員
の
配
置
や
看

板
設
置
、
チ
ラ
シ
配
布
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
駐

車
場
情
報
の
掲
載
な
ど
に

よ
る
車
両
の
適
切
な
誘
導

な
ど
の
対
策
が
考
え
ら
れ

適
切
に
実
施
す
る
よ
う
、

町
も
大
店
法
の
意
見
照
会

な
ど
を
通
じ
て
意
見
す
る
。

加 藤　 達 雄 議 員

Ｑ：諸輪東部開発の企業誘致目標数と実績は
Ａ：物流５社と製造２社の計 7社

諸
輪
東
部
開
発
に
つ
い
て

【
問
】
開
発
済
み
面
積
と
今

【
問
】
開
発
済
み
面
積
と
今

後
の
区
域
に
つ
い
て
。

後
の
区
域
に
つ
い
て
。

【
経
済
建
設
部
長
】
約
17

ha
、
今
後
も
、
豊
田
東
郷

線
、
豊
田
知
立
線
沿
い
区

域
を
基
本
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
声
を
十
分
伺
い
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

【
問
】
交
通
至
便
性
を
維
持

【
問
】
交
通
至
便
性
を
維
持

す
べ
く
、
米
ヶ
廻
間
周
辺

す
べ
く
、
米
ヶ
廻
間
周
辺

道
路
の
渋
滞
緩
和
と
、
杉

道
路
の
渋
滞
緩
和
と
、
杉

の
木
橋
以
南
の
み
よ
し
市

の
木
橋
以
南
の
み
よ
し
市

と
早
期
接
続
が
重
要
と
考

と
早
期
接
続
が
重
要
と
考

え
る
が
。

え
る
が
。

【
経
済
建
設
部
長
】
県
の
道

路
管
理
者
に
伝
え
、
み
よ

し
市
と
双
方
で
協
議
し
て

い
く
予
定
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

【
問
】
町
内
の
空
き
家
の
現

【
問
】
町
内
の
空
き
家
の
現

状
は
。

状
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
今
年
の

調
査
で
は
、
除
却
が
進
み

16
棟
減
の
46
棟
、
内
19
棟

は
適
正
管
理
さ
れ
、
27
棟

は
放
置
状
態
で
あ
っ
た
。

【
問
】
空
き
家
周
辺
住
人
か

【
問
】
空
き
家
周
辺
住
人
か

ら
苦
情
は
無
い
か
。

ら
苦
情
は
無
い
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】
平
成
29

年
度
以
降
14
件
有
り
そ
の

都
度
職
員
が
現
地
調
査
を

行
う
が
、
倒
壊
に
至
る
危

険
空
き
家
は
無
か
っ
た
。

【
問
】
空
き
家
に
至
る
未
然

【
問
】
空
き
家
に
至
る
未
然

防
止
策
が
必
要
だ
が
。

防
止
策
が
必
要
だ
が
。

【
経
済
建
設
部
長
】「
愛
知

県
司
法
書
士
会
」
と
の
協

定
に
基
づ
き
、
相
続
前
の

対
策
を
重
点
に
講
じ
て
い

く
。

米ヶ廻間交差点辺りの
様変わりした風景

「ららぽーと」への誘導路
Ｒ 153 大坂交差点右折帯

加藤　宏明 議 員

Ｑ：「ららぽーと愛知東郷町」周辺の渋滞対策は
Ａ：右折帯の延伸など道路改良工事を計画中
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一

般

質

問

議 員

【
問
】
耐
震
診
断
の
結
果
、

【
問
】
耐
震
診
断
の
結
果
、

耐
震
性
能
を
満
た
し
て
い

耐
震
性
能
を
満
た
し
て
い

な
い
３
分
団
詰
所
の
建
替

な
い
３
分
団
詰
所
の
建
替

え
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

え
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
総
務
部
長
】
平
成
31
年

度
に
傍
示
本
分
団
の
建
築

設
計
。
平
成
32
年
度
に
傍

示
分
団
の
建
築
工
事
及
び

和
合
分
団
の
建
築
設
計
。 

平
成
33
年
度
に
和
合
分
団

の
建
築
工
事
及
び
祐
福
寺

分
団
の
建
築
設
計
。
平
成

34
年
度
に
祐
福
寺
分
団
の

建
築
工
事
を
予
定
。

【
問
】
来
年
度
か
ら
で
４
年

【
問
】
来
年
度
か
ら
で
４
年

間
、
公
共
施
設
等
総
合
管

間
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
作
成
か
ら
６
年

理
計
画
作
成
か
ら
６
年

間
。
い
つ
く
る
か
わ
か
ら

間
。
い
つ
く
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
に
対
し
て
、
か

な
い
災
害
に
対
し
て
、
か

な
り
悠
長
な
計
画
だ
と
思

な
り
悠
長
な
計
画
だ
と
思

う
が
い
か
が
か
。

う
が
い
か
が
か
。

【
総
務
部
長
】
コ
ス
ト
平
準

化
等
も
あ
り
先
程
の
答
弁

通
り
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
国
・
県
の
補
助

等
が
有
効
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
早
期
の
整
備

も
検
討
し
た
い
。

RPA
に
つ
い
て

【
問
】

【
問
】
20202020
年
度
か
ら
の
本
格

年
度
か
ら
の
本
格

導
入
を
目
指
し
て
い
る
と

導
入
を
目
指
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
実
証
実
験

の
こ
と
だ
が
、
実
証
実
験

で
ど
の
よ
う
な
結
果
が
得

で
ど
の
よ
う
な
結
果
が
得

ら
れ
た
ら
導
入
に
向
か
え

ら
れ
た
ら
導
入
に
向
か
え

る
か
。

る
か
。

【
企
画
部
長
】
費
用
対
効
果

の
検
証
と
と
も
に
働
き
方

改
革
の
観
点
を
含
め
総
合

的
に
判
断
し
た
い
。

【
問
】
検
証
結
果
は
今
年
の

【
問
】
検
証
結
果
は
今
年
の

夏
頃
に
公
開
さ
れ
る
か
。

夏
頃
に
公
開
さ
れ
る
か
。

【
企
画
部
長
】
何
ら
か
の
形

で
お
示
し
で
き
る
よ
う
考

え
て
い
き
た
い
。

Ｑ：消防団詰所建替え来年度から４年計画は悠長
Ａ：国県の補助等活用できれば早期の整備を検討

石橋　直季

【
問
】
原
因
や
特
徴
は
。

【
問
】
原
因
や
特
徴
は
。

【
総
務
部
長
】
突
発
的
な
疾

病
な
ど
に
よ
っ
て
死
亡
し
、

死
後
数
日
か
ら
1
か
月
後

に
発
見
さ
れ
て
い
る
。

【
問
】
今
後
の
本
町
で
の
孤

【
問
】
今
後
の
本
町
で
の
孤

独
死
の
推
移
を
ど
の
よ
う

独
死
の
推
移
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

に
考
え
る
か
。

【
福
祉
部
長
】
全
国
的
な
統

計
と
し
て
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

推
計
に
よ
れ
ば
、
65
才
以

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
世

帯
が
増
加
す
る
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。 

本
町
で
も
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
が
増
加
す
る
こ
と
に

伴
い
、
孤
独
死
の
可
能
性

も
高
く
な
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

【
問
】
孤
独
死
の
早
期
発
見

【
問
】
孤
独
死
の
早
期
発
見

の
対
策
は
あ
る
の
か
。

の
対
策
は
あ
る
の
か
。

【
福
祉
部
長
】
民
生
委
員
に

よ
る
月
一
回
程
度
の
訪
問

や
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
設
置
補
助
・
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
の
訪
問
・
見
守
り
を

兼
ね
た
配
色
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

【
問
】
そ
れ
で
も
、
発
見
が

【
問
】
そ
れ
で
も
、
発
見
が

遅
れ
て
い
る
。
今
後
の
早

遅
れ
て
い
る
。
今
後
の
早

期
発
見
へ
の
考
え
は
。

期
発
見
へ
の
考
え
は
。

【
福
祉
部
長
】
見
守
り
を
兼

ね
た
福
祉
サ
―
ビ
ス
の
充

実
と
、
見
守
り
協
定
業
者

の
拡
充
の
努
力
と
と
も

に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

目
で
見
守
る
体
制
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
。

耐震性能を
満たしていない
消防団詰所

若園　ひでこ 議 員

Ｑ：ひとり暮らし高齢者の孤独死の状況は
Ａ：本町が対応したのは平成30年度では４件

向こう三軒両隣の思いやり
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一

般

質

問

観
光
農
業
施
設
に
つ
い
て

【
問
】
い
ま
、
各
地
で
自
然

【
問
】
い
ま
、
各
地
で
自
然

や
農
業
と
ふ
れ
あ
う
体
験

や
農
業
と
ふ
れ
あ
う
体
験

型
観
光
農
業
の
人
気
が
高

型
観
光
農
業
の
人
気
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
諸
輪
東

ま
っ
て
い
ま
す
。
諸
輪
東

部
地
域
で
、
東
名
三
好
イ

部
地
域
で
、
東
名
三
好
イ

ン
タ
ー
な
ど
の
交
通
ア
ク

ン
タ
ー
な
ど
の
交
通
ア
ク

セ
ス
、
立
地
の
特
性
を

セ
ス
、
立
地
の
特
性
を

活
か
し
、
名
大
農
場
や
周

活
か
し
、
名
大
農
場
や
周

辺
施
設
等
と
連
携
し
た「
農

辺
施
設
等
と
連
携
し
た「
農

業
を
活
か
し
た
観
光
・
交

業
を
活
か
し
た
観
光
・
交

流
拠
点
」・「
高
収
益
作
物

流
拠
点
」・「
高
収
益
作
物

へ
転
換
す
る
生
産
性
の
高

へ
転
換
す
る
生
産
性
の
高

い
農
地
づ
く
り
の
モ
デ
ル

い
農
地
づ
く
り
の
モ
デ
ル

拠
点
」、（
例
と
し
て
：
伊

拠
点
」、（
例
と
し
て
：
伊

賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手
づ
く

賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手
づ
く

り
フ
ァ
ー
ム
）の
よ
う
な
、

り
フ
ァ
ー
ム
）の
よ
う
な
、

観
光
農
業
施
設
を
、
東
郷

観
光
農
業
施
設
を
、
東
郷

町
、
名
古
屋
大
学
大
学
院

町
、
名
古
屋
大
学
大
学
院

生
命
農
学
研
究
所
東
郷
フ

生
命
農
学
研
究
所
東
郷
フ

ィ
ー
ル
ド
、
民
間
（
地
権

ィ
ー
ル
ド
、
民
間
（
地
権

者
、
住
民
等
）、
企
業
と

者
、
住
民
等
）、
企
業
と

産
官
学
連
携
の
農
業
施
設

産
官
学
連
携
の
農
業
施
設

や
観
光
農
業
計
画
を
検
討

や
観
光
農
業
計
画
を
検
討

で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
経
済
建
設
部
長
】
現
在
、

諸
輪
東
部
地
域
で
は
企
業

の
誘
致
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
東
名
三
好
イ
ン
タ
ー

や
米
野
木
駅
な
ど
、
高
い

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
ち
、

広
域
か
ら
の
集
客
も
期
待

さ
れ
る
こ
の
地
域
を
、
町

の
発
展
に
ど
の
よ
う
に
活

か
し
て
い
く
か
、
ご
提
案

の
観
光
農
業
施
設
も
選
択

の
１
つ
と
し
て
研
究
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

門 原　 武 志 議 員

Ｑ：国保への支援継続を
Ａ：他の社会保障と総合的に研究する課題だ

【
問
】
国
保
税
を
値
上
げ
し

【
問
】
国
保
税
を
値
上
げ
し

な
い
よ
う
財
政
支
援
を
続

な
い
よ
う
財
政
支
援
を
続

け
る
考
え
は
。

け
る
考
え
は
。

【
健
康
部
長
】
国
保
財
政
へ

の
支
援
は
な
く
す
が
、
急

激
に
増
税
し
な
い
よ
う
計

画
的
に
減
ら
す
。

【
問
】
全
国
知
事
会
は
、
国

【
問
】
全
国
知
事
会
は
、
国

と
地
方
合
わ
せ
て
１
兆
円

と
地
方
合
わ
せ
て
１
兆
円

使
い
国
保
税
を
協
会
け
ん

使
い
国
保
税
を
協
会
け
ん

ぽ
並
み
に
下
げ
る
よ
う
国

ぽ
並
み
に
下
げ
る
よ
う
国

に
求
め
て
い
る
。
町
の
考

に
求
め
て
い
る
。
町
の
考

え
は
。

え
は
。

【
町
長
】
社
会
保
障
は
介
護

保
険
な
ど
と
総
合
的
に
考

え
る
べ
き
だ
。
国
や
県
に

は
意
見
を
言
う
。

【
問
】
無
料
低
額
診
療
制
度

【
問
】
無
料
低
額
診
療
制
度

（
経
済
的
な
困
難
な
ど
が

（
経
済
的
な
困
難
な
ど
が

あ
る
人
に
対
し
て
、
無
料

あ
る
人
に
対
し
て
、
無
料

や
低
額
で
医
療
を
提
供
す

や
低
額
で
医
療
を
提
供
す

る
制
度
）
を
お
知
ら
せ
し

る
制
度
）
を
お
知
ら
せ
し

て
は
ど
う
か
。

て
は
ど
う
か
。

【
健
康
部
長
】
こ
の
制
度
を

実
施
し
て
い
る
医
療
施
設

は
名
古
屋
市
と
一
宮
市
に

あ
り
、
東
郷
町
か
ら
離
れ

て
い
る
が
、
知
ら
せ
る
。

学
校
体
育
館
の
空
調
整
備

【
問
】
授
業
だ
け
で
は
な
く

【
問
】
授
業
だ
け
で
は
な
く

避
難
所
に
も
使
わ
れ
る
体

避
難
所
に
も
使
わ
れ
る
体

育
館
へ
の
空
調
整
備
を
。

育
館
へ
の
空
調
整
備
を
。

【
教
育
部
長
】
校
舎
や
プ
ー

ル
の
老
朽
化
に
対
応
す
る

中
で
検
討
す
る
。

※
他
に
、
じ
ゅ
ん
か
い
君

の
拡
充
、
無
料
耐
震
診
断

の
対
象
拡
大
な
ど
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

名古屋大学農場風景

加藤　啓二 議 員

Ｑ：諸輪東部地域で、観光農業施設計画を
Ａ：観光農業施設も選択の１つとして研究したい
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一

般

質

問 東 郷 町 議 会 基 本 条 例  制 定

國府田さとみ 議 員

Ｑ：給食への有機栽培食材導入における考え方は
Ａ：安全で日本一おいしい給食実現に向けた施策

【
問
】
納
入
業
者
や
供
給
量

【
問
】
納
入
業
者
や
供
給
量

確
保
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

確
保
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
教
育
部
長
】
有
機
栽
培
で

生
産
さ
れ
た
食
材
を
条
件

に
物
資
選
定
委
員
会
で
業

者
を
選
定
。
季
節
に
応
じ

必
要
量
が
確
保
し
や
す
い

食
材
を
取
り
入
れ
る
。

【
問
】
妊
産
婦
へ
の
タ
ク
シ

【
問
】
妊
産
婦
へ
の
タ
ク
シ

ー
チ
ケ
ッ
ト
の
運
用
内
容

ー
チ
ケ
ッ
ト
の
運
用
内
容

は
。
は
。

【
健
康
部
長
】
妊
娠
中
期
か

ら
産
後
６
月
に
か
か
る
タ

ク
シ
ー
利
用
に
対
し
て
200

円
券
の
50
枚
つ
づ
り
計
1

万
円
分
を
助
成
す
る
。
実

績
が
あ
り
信
頼
で
き
る
業

者
に
委
託
し
た
い
。

【
問
】
ら
ら
ぽ
ー
と
が
町
民

【
問
】
ら
ら
ぽ
ー
と
が
町
民

に
と
っ
て
有
用
な
施
設
と

に
と
っ
て
有
用
な
施
設
と

な
る
為
に
、
町
民
ニ
ー
ズ

な
る
為
に
、
町
民
ニ
ー
ズ

や
そ
れ
を
反
映
さ
せ
る
為

や
そ
れ
を
反
映
さ
せ
る
為

の
町
か
ら
の
働
き
か
け
は
。

の
町
か
ら
の
働
き
か
け
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
町
民
に

愛
さ
れ
る
町
の
拠
点
と
な

る
施
設
と
な
る
様
、
連
携

し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
小
学
校
の
英
語
教
育

【
問
】
小
学
校
の
英
語
教
育

に
必
要
な
も
の
は
何
か
。

に
必
要
な
も
の
は
何
か
。

【
教
育
長
】
外
国
語
が
好
き

に
な
り
、
積
極
的
に
外
国

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
ろ
う
と
す
る
意
欲

や
態
度
を
生
む
環
境
整
備
。

【
問
】

【
問
】
AIAI
化
の
中
で
職
員
人

化
の
中
で
職
員
人

材
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
。

材
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
。

【
町
長
】
人
に
し
か
で
き
な

い
温
か
み
の
あ
る
対
応
、

住
民
に
と
っ
て
優
し
い
、

寄
り
添
っ
た
窓
口
対
応
を

し
て
い
く
こ
と
。

有機栽培食材

　平成31年３月22日の定例会において、東郷町議会基本条例（案）が可決され、同
23日に公布・施行となりました。
　議会基本条例に関する小委員会が発足されて以来、およそ２年間かけて55回、69
時間の会議を重ねました。その間、平成30年10月には議会報告会において、また、
同10〜11月実施のパブリックコメントにおいて皆さまのご意見をいただき、条例を
練磨しました。
　条例は、施行されてからがスタートです。条例の趣旨にもとづいて、さらなる議会
の活性化をはかってまいります。

東郷町議会基本条例全文と逐条解説はインターネットで見ることができます。
東郷町ホームページから

ホーム

町政情報

東郷町議会

東郷町議会基本条例の制定

QRコードから

▲

▲

▲

15 令和元年6月１日 とうごう議会だより



　

改
選
後
の
新
し
い
議
員
構
成
の
中
、

今
号
よ
り
新
た
な
広
報
広
聴
委
員
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
活
動
と
皆
さ
ん
を
つ
な
ぐ
大
切

な
役
割
で
あ
る
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
、

よ
り
親
し
み
や
す
い
、
誰
も
が
読
み
た

く
な
る
情
報
ツ
ー
ル
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
、
さ
ら
な
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

又
、〝
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
む

ま
ち
づ
く
り
〟
そ
こ
に
繋
が
る
〝
開
か

れ
た
議
会
〟を
し
っ
か
り
と
実
現
さ
せ
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
そ
れ
を
実
感
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
、
広
報
広
聴
活
動
の
本

質
を
見
据
え
た
取
組
み
を
し
て
い
け
る

よ
う
、
委
員
全
員
の
意
気
込
み
を
新
た

に
が
ん
ば
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
感

想
等
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
広
報
広
聴
委
員
長　

國
府
田　

さ
と
み
）

編
集
後
記

議会だよりは再生紙を使用しています。

本
会
議
は
10
時
開
始
、
各
委
員
会
は
９
時
開

始
で
す
。
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

５
月
31
日
㈮	

本
会
議
（
議
案
上
程
）

６
月
7
日
㈮	

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　
10
日
㈪	

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　
11
日
㈫	

本
会
議

　
　
　
　
　
　

	（
一般
質
問
・
議
案
質
疑
）

　
　
12
日
㈬	

本
会
議
予
備
日

　
　
14
日
㈮	
総
務
経
済
委
員
会

　
　
17
日
㈪	
文
教
民
生
委
員
会

　
　
18
日
㈫	
委
員
会
予
備
日

　
　
24
日
㈪	

本
会
議
（
最
終
日
）

6
月
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

委
員
長	

國
府
田　
さ
と
み

副
委
員
長	

石
橋　

直
季

	

高
木　

佳
子

	

中
野　
ま
さ
ひ
ろ

	

山

下
　

茂

	

加
藤　

達
雄

	

水

川
　

淳

	

門
原　

武
志

広
報
広
聴
委
員
会

議会の果たすべく役割を
十分に踏まえ、住民の
ためにある議会であるよう
努めてまいります。

など、ご意見･ご質問をお寄せください｡

●議会に質問●議会に質問
特に子どもからの質問大歓迎

●議会にもの申す！●議会にもの申す！
議会へのご意見･ご要望

●傍聴リポート●傍聴リポート
議場のお気づきをお聞かせください

【宛先】東郷町議会 広報広聴委員会
　　　　〒470-0198
　　　　愛知県愛知郡東郷町大字春木字羽根穴１番地
　　　　TEL.0561-56-0754

　今号の表紙写真
は、４年前の議会だ
より表紙と同じく議
長室から撮影しまし
た。日々変わりゆく
セントラル地区の景
色に、時の流れのは
やさを感じます。

表紙写真　こぼれ話

ネットで議会
QRコードリーダーで読み取ってご覧ください

議会ウェブページ 録画映像配信




